
令和 7年度 磐田市立総合病院特別管理産業廃棄物

収集・運搬及び処分業務委託仕様書 



令和７年度 磐田市立総合病院特別管理産業廃棄物（感染性廃棄物）

収集・運搬及び処分業務委託仕様書

本仕様書は、磐田市立総合病院（以下「当院」という。）から排出される医療廃棄物、

特別管理産業廃棄物「以下「感染性廃棄物」という。」の収集・運搬及び処分業務（以下

「処理業務」という。）委託の内容及びその他の必要事項を示すとともに、業務委託に係

る条件等について定めるものとする。

１ 件名

令和７年度 磐田市立総合病院特別管理産業廃棄物収集・運搬及び処分業務委託

２ 業務概要

本委託業務は、当院から排出される感染性廃棄物を適性に運搬し、適正に処分するも

のである。

３ 関係法令の遵守

  受託者は、業務の遂行にあたって「廃棄物の処理及び清掃に関する法律（昭和 45年
法律第 137号。以下「廃棄物処理法」という。）その他関係法令及び規則等を遵守しな
ければならない。

４ 履行期間

  令和 7年 10月 1日から令和 10年 9月 30日まで（長期継続契約）
５ 受託者の要件

(1) 受託者は、廃棄物処理法第 14条の 4第 1項及び同法第 14条の 4第 6項の規定によ
る特別管理産業廃棄物収集運搬業及び特別管理産業廃棄物処分業の許可をうけている

ものであること。なお、いずれか一方の許可しか受けていない者は、他方の許可を受

けている者と業務連携を行っていること。

(2) 許可事項に変更があったときは、受託者は速やかに変更後の許可証の写し又はそれ
に代わるものを委託者に提出すること。

(3) 上記の許可内容が、仕様書に記載する感染性廃棄物を全て処分できるものであるこ
と。

６ 業務内容

(1) 受託者は、当院から発生する感染性廃棄物を収集し、法令等に従い、適正に受託者
の処分施設に運搬し、処分するまでを本業務の範囲とする。

(2) 特別管理産業廃棄物の種類等
感染性廃棄物 注射針等鋭利なもの （プラスチック容器）

血液等が付着したガーゼ等鋭利でないもの （専用ダンボール容器）

収集数量 プラスチック容器(20 )  37,400
(45 ) 192,060
(50 )  19,800    計  249,260

ダンボール容器 (20 )  58,300
(50 )   2,849,600 計 2,907,900

令和 6年度排出量より年間排出量を算出  合計  3,157,160
(3) 収集場所



 磐田市立総合病院内 特別管理産業廃棄物保管庫（別紙１）

(4) 収集回数及び収集時間
ア 収集回数は、週３回以上とし、収集日が祝日の場合でも電子マニフェストにより

実施すること。ただし、処分先の都合による場合は除く。

イ 収集時間は、原則として午前 7時から 15時までの間とする。
  収集が困難な場合は、担当者と協議の上、収集運搬日、収集時間を変更する。

(5) 運搬の最終目的地
受託者は、委託者から収集運搬を委託された感染性廃棄物を受託者の指定する最終

目的地へ搬入すること。

(6) 処分の場所、方法及び処理能力
   受託者は、委託者から処分を委託された感染性廃棄物を許可証のとおり処分するこ

と。

７ 収集運搬過程における積替え保管

  受託者は、委託された特別管理産業廃棄物の積替え保管を行うことはできないが、積

替え保管の許可があればできるものとする。

８ 安全対策

  受託者は、業務の履行にあたって、次のとおり安全対策を措置するものとする。

(1) 運行開始前の車両各部についての道路運送車両法に基づく点検その他交通関係法令
に基づく安全対策を措置するものとする。

(2) 作業は常に安全第一を心掛け、業務上の事故防止については最新の注意を払い、必
要な対策を講じるものとする。

(3) 積み込み、運搬、積み下ろしその他の業務の安全が図られるように人員を配置する
ものとする。

(4) 業務の履行に伴って事故が発生した場合には、直ちにその旨を関係機関及び委託者
に連絡し、その処理については委託者と協議し、責任をもって一切の手続きを行う

このとする。

９ 再委託の禁止

受託者は、委託者から委託された感染性廃棄物の処理業務を第三者に委託してはなら

ない。ただし、履行期間中に処理業務を第三者に委託する必要が生じた場合、受託者

は、書面により委託者の承認を得て、法令で定める再委託基準に従うことにより、処理

業務を再委託することができる。この場合において、受託者は、委託者の要求があった

ときは、この再委託を受託者の責任において解除しなければならない。

10 提出書類及び委託料の支払い
(1) 業務実施計画書（別紙２）
   契約時及び各年度の業務開始日までに収集運搬車両の車検証の写し及び業務従事者

の運転免許証の写しを添付の上、提出すること。また、年度途中に変更がある場合

は、速やかに変更を届けること。

(2) 業務完了報告書（別紙３）
   受託者は、処理業務が完了したときは、情報処理センターに対して行う報告とは別

に、月ごとに業務完了報告書を完了の日から 10日以内に委託者へ提出すること。



   委託者は、マニフェストＤ票及び業務完了報告書により感染性廃棄物の処理業務を

確認した後に、受託者が提出する請求書に基づき、請求を受けた日から 30日以内に
委託料を支払うものとする。

(3) 収集運搬業、処分業者は同一、個々いずれでも可とするが、処理費の支払いについ
ては収集運搬業者に一括とし、当該月の業務完了報告書に基づき支払うものとする。

(4) その他、委託者が必要と認めた書類は速やかに提出すること。
11 電子マニフェスト及び産業廃棄物管理票（紙マニフェスト）の使用

(1) 委託者及び受託者は、産業廃棄物処理法の規定に従って、電子マニフェスト又は紙
マニフェストを別表に定める方法により使用するものとする。

(2) 産業廃棄物管理票（マニフェスト）にかかる費用は業務委託料に含み、受託者が委
託者に必要事項を記載し必要量提供する。

12 秘密保持
  受託者及び従事者は、本業務遂行上知り得た秘密を第三者に漏らし、又は自己の利益

のために使用してはならない。このことは、契約が満了し、若しくは契約を解除さ

れ、又は従事者の職務を退いた後においても同様とする。

13 その他
(1) 処理費の中には、収集運搬費、処分費（中間、最終含む）、収集のための容器代

（プラ容器、ダンボール容器、ポリ袋等）、電子マニフェストにかかる費用の一切を

含むものとする。

(2) 契約書には、特別管理産業廃棄物収集運搬業・特別管理産業廃棄物処分業の許可証
及び特別管理産業廃棄物の収集運搬～処分までのフロー図を添付すること。また、契

約期間内において、上記許可の更新をした場合は、許可証発行後速やかに写しを提出

すること。

(3) 電子マニフェストシステムを利用し、産業廃棄物の収集運搬及び処分の管理を行え
ること。

(4) 毎回、業務完了後病院担当職員の確認を受けること。
(5) プラスチック容器は、ミッペール 20㍑、45㍑、50㍑タイプ（天昇電気工業㈱
製、又は同等品以上）を使用すること。またダンボール容器は 50㍑（W×D×H：
350×340×425）及び 20㍑（W×D×H：250×250×425）とすること。当院使用の
足踏み式スタンドに対応していること。

(6) 感染性廃棄物であることを識別できるよう、プラスチック容器には黄色のバイオハ
ザードマーク、ダンボール容器には橙色のバイオハザードマーク等を付けること。

(7) 容器、ポリ袋等は、不足することのないように常に確認し、特別管理産業廃棄物容
器倉庫へ補充すること。

(8) 特別管理産業廃棄物保管庫は施錠されているので、事前に病院から貸与された鍵で
開錠し業務を実施すること。

(9) 法令に基づく処理施設への現地調査を年１回実施する場合は、調整を図ること。た
だし優良認定の場合はこの限りではないものとする。

(10) 災害発生やパンデミックインフルエンザ等に対し収集・運搬・処分の業務に影響
のないように、複数の産業廃棄物処理業者との相互支援契約、及び複数の処分場との

処分契約を結ぶ等対応策をとること。



(11) この契約は、地方自治法（昭和 22年法律第 67号）第 234条の 3の規定による長
期継続契約であるため、契約の締結の日に属する年度の翌年度以降において、当該契

約に係る歳入歳出予算の当該金額について減額又は削除があった場合は、この契約を

変更又は解除することがある。

(12) この契約の締結後、消費税法（昭和 63年法律第 108号）等の改正等によって消
費税に変動が生じた場合は、委託者は契約を変更することなく契約金額に相当額を加

減して支払う。

(13) この仕様に疑義が生じたときは、あるいは定めのない事項が発生したときは、双
方協議に上、これを決定する。
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４．収集・運搬に関する事項

（１） 感染性廃棄物の搬出予定

月 4月 5月 6 月 7 月 8月 9月 10 月 11 月 12月 1 月 2 月 3 月 計 

回 数

（回）
9 9 8 9 9 9 9 8 9 9 8 9 105

搬出量

（ ）
210,000 210,000 200,000 210,000 210,000 200,000 220,000 210,000 210,000 210,000 200,000 210,000 2,500,000

別紙1-2



                                      別紙 2

業務実施計画書 

                               令和  年  月  日 

※（添付書類） 運転免許証（写し）・車検証（写し）・緊急連絡網 

※ 委託契約期間中に変更がある場合は、速やかに変更を届け出ること。 

委託業務の名称 
令和 7年度 磐田市立総合病院特別管理産業廃棄物収集・運搬 

及び処分業務委託 

履 行 期 間 令和７年１０月１日 から 令和１０年９月３０日 まで 

受 託 者 

所 在 地  

事業者名  

代表者名  

電話番号  

車    名   車体番号 車両登録番号 

収集運搬担当者氏名  

運転免許証 
番号・種類 番 号  種 類  

有効期限  

収集運搬担当者氏名  

運転免許証 
番号・種類 番 号  種 類  

有効期限  

収集運搬担当者氏名  

運転免許証 
番号・種類 番 号  種 類  

有効期限  

収集運搬担当者氏名  

運転免許証 
番号・種類 番 号  種 類  

有効期限  



別紙3

年 月 日
様

住所
商号
氏名 印

  （法人にあっては代表者の氏名）

※別紙、廃棄物の種類、数量が分かる納品書、若しくは計量伝票の（写）を添付すること
合  計

単 位

業務完了報告書

備考月 日 曜日

特別管理産業廃棄物の種類・名称等  令和 年 月分




